
 

 

蒲郡市プレスリリース 

危機管理課長 

 

国立大学法人京都大学と蒲郡市における 

「ＯＨＢシステムの社会実装に向けた共同検証」 

契約締結式の実施について 

 

このことについて下記のとおり締結式を執り行いますのでお知らせします。 

記 

１ 概要 

  京都大学と蒲郡市において「ＯＨＢシステムの社会実装に向けた共同検証」の

実施に向け、締結式を執り行います。 

ＯＨＢシステムとは、地震発生の１時間前に前兆現象を解析するＯＨＢ（One 

Hour Before）の略であり、自治体としては全国初の取り組みとなります。 

２ 場所 

  蒲郡市役所 新館５階 庁議室 

３ 出席者 

  梅野 健（京都大学大学院 情報学研究科 教授）  

 

令和７年６月２日 

問合せ先 

蒲郡市危機管理課 山本 

電話 ０５３３－６６－１２０８ 



The place where entrepreneurship and science intersect

～科学のフロントランナーが語る未来世界～

ECC-iCAP

超短期地震予知（OHB）の研究

ーその社会実装に向けてー

愛知県蒲郡市 記者会見

梅野健
京都大学大学院情報学研究科・教授

2025年6月2日



大地震発生１時間前の前兆を捉えて情報共有するシステム

(京都大学開発）

利用データ：衛星測位データ（専用受信機を今回、蒲郡市に設置）

国土地理院データ（公開）と併せてデータを取得し、解析する。

対象地震：プレート境界型（南海トラフ）：マグニチュード７以上/ 

内陸型地震（例：三河地震）：マグニチュード６以上

OHBシステムの概要
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２０年以上前の経験。(インドネシアで暗号衛星通信実験) 日本でChaosWare(現存）設立。
バンドン工科大学ー衛星受信施設 on October 29, 2003) （インドネシアからの研修生が現在インドネシアの
(=戦前からの電波研バンドン電離層観測施設→ITBレーダー棟) サイバーセキュリティの父となっている。）



2024年能登地震直後に電離圏を伝搬した音波(2024年3月発表)

◼ TECの時間変化量 dTEC （30s毎）で地

震発生後の電離圏異常（Coseismic 

Ionospheric Disturbances; CID）を観測

◼ 地震発生約9分後、電離圏上で速度が

約867m/sの音波が伝搬

傾き = 速度



データ:GNSS –測位衛星観測局(国土地理院運営)-

GEONET

(公開データ）
(GNSS Earth Observation 

Network)

日本の観測局数は約 1300.
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京都大学独自のGNSS観測装置(吉田,潮岬)を2台設置(H30年度)、現在１０台程度



我々の方法: CRA(CoRrelation Analysis)←通信のノイズ環境下でのシグナル検知技術
論文にて標準検知方法として命名。特許も日・米・中・インドネシア・台湾で取得

Page : 7

主なアイデア : 隣の観測局との TEC予測誤差の同時相関をと
る。
TECの予測誤差が隣も同様に大きくなる→相関大(異常と判断) 



短期地震予知特許の引用分析→ほとんど中国。日本は気象庁含
め、我々以外に短期地震予知の研究をしていない（現状）。
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令和6年能登半島地震に関連する電離圏異常
ー観測データの公開とその解析ー

梅野健

京都大学大学院 情報学研究科

日本地震予知学会 能登半島地震データ検討会(2024.3.9)@京大東京オフィス



◼典型的なDaytime 

MSTID（電離層擾乱）

が地震発生時間前後

で発生（赤道方向）

◼地震発生約1.5時間前

から伝搬速度の変化

・MSTIDの伝搬が途絶

える（停滞）

能登地震直前の電離層の伝搬異常(原因、電離層降下）



直前には電離層が下がる傾向(＝上向電場の発生)
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研究データ取得後（地震当日2024年1月1日）、２ヶ月後データ公開(学会発表)、１年後に論文化、そして

報道発表（2025年５月：プレスリリース(5/2)→新聞報道(5/11)）へ: データ取得から発表までの期間は約１年４ヶ月



やりたいこと。私がここにいる理由

研究データ取得後→ データ公開（大学）→論文化→報道→認知

リアルタイムに社会実装
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こちらのサイクルも同時に回したい。

まず最初に、蒲郡市と行う。自治体初の試み。

他連携先：JR東海（東海道新幹線）ー新幹線を安全に止めたい。

通常のサイクル



世界初プレスリップの検出(ノイズの中のシグナルをうまく抽出)
2011年東北沖地震（３１１）の前兆も捉えられていた！（昨年、国際会議にて発表）
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AGU 2024 Meeting 発表資料(Tanaka-Umeno, 2024)より

相関値が震央からの距離に依存→震央由来のシグナルの証拠



15M6.0以上の海溝型地震に対するプレスリップ検出結果

✓震央付近における||𝐶(𝑡)||

約2時間前から増加傾向

1.5
× 10−4



2024年8月8日の日向灘地震:2時間前からはっきりとした
前兆滑り(プレスリップ)が観測されている。(左上図)



20年後の未来予想図

一時間前に南海トラフ地震(203X年12月Y日深夜）を検知しアラートを発出。そ

して。。。
・死者29万8千人（中央防災会議2025年3月推定）→死者１万２千人へ激減（日本人だけでなく日本に来ている海外から

の観光客も助かる。）（津波及び家屋倒壊被害から逃げる）

蒲郡市も早くからOHB技術の実装及び訓練をしていたので被害がほとんどなかった。

・損害保険会社の保険金支払いが激減 → CRA技術活用による損害保険会社の利益（金融・保険）

・自衛隊１時間前情報に基づく救出作戦始動（事前防災情報に基づく大規模災害救助への貢献）

・東海道新幹線が自動停止（鉄道インフラ・人的被害を最小化）

・翌朝、南海トラフファンド*の運用基金を出資者（企業、個人、国、地方自治体）へ返還。

→想定経済被害２９２兆円を 1/2の146兆円以下にする。どうやったらできるか？→事前防災（警告シグナル活用）

* 南海トラフファンド: 南海トラフ地震経済被害に対するリスクヘッジを行うためのファンド（本プレゼンター考案）。

運用益の1/2を超短期地震予知ーCRA技術確立ーのための観測局整備、技術開発の改良、AI活用

、運用企業運営コストにあて、運用益の1/2をファンド出資者に南海トラフ地震発生時に返還する。
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独立OHB(One Hour Before)研究所(仮称)構想について
このサイクルを回して社会実装したい。ー『経済調査レビュー』(2025)Vol.36よりー

設立構想(2025年初夢)

京都大学
特許・ノウハウ
・知見・研究人

材を保有

OHB研究所(仮称)ー研究所の性格とデータ
に基づく事前防災技術に基づくサービス開
発機能（内製化）の両方の性格を併せ持つ
(参考:戦前理研ー内製化の装置（理研産業
団）付き研究所:大河内正敏や台湾ITRI（研
究所）とTSMC ,UMCとの関係)

市・公共団体・モーターボート事業
収益・民間企業・財団寄附・

個人寄附など

財政支援
OHBノウハウ

移転

ライセ
ンス
収益

様々な新データ・
CRA解析技術

活用型産業群
（例：南海トラフ
ファンド運用）
Data as Assets

ライセンス収
益

研究活用
型Exit



経済調査レビュー（２０２５.3）Vol. 36の目次と構想の図
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まとめ

本日（2025/06/02)から蒲郡市と共同研究を開始するOHBシステムの

概要（自治体初！）、その背景、携わっている人、そして、その活用

プラン、未来予想、そしてその未来予想実現のための今後の見通し

（研究所構想ー既に国土交通省系のジャーナルに本年出版ずみ）など

を紹介させていただきました。

今後は蒲郡市への観測装置の設置、蒲郡市危機管理課とタッグを組ん

で、どの様な情報をどの様に共有するのが良いのか、事前防災のため

の避難訓練(ALERT情報を元にした訓練はまだどこもやっていない）に

どう活かすことができるか、共同実証を通して研究し将来に備える。
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